
下北半島西部の地形発達史

- 特に野平盆地について-

佐 々木 修

Ⅰ 序

東北地方には､第三紀以降の構造運動により生じたと考えられる鬼首盆地などのような旧湖盆が

分布 しているOそのうち､第四紀に潮解があっにと思われる下北半島の野平盆地をとりあげ､地形

面の分類及び対比を行ない､更にこれらの地形面から､湖沼の形式､堆積環境､並びに下北半島西

部の構造運動を考察し､地形発達史を考えたので､ここにその概略を報告する次第である｡

調査方法は､野外観察に主眼をおき､室内作業による空中写真の判読､地形図の読図等を､あわ

せて行なった｡

Ⅱ 地形 ･地質の概観

野平盆地は､下北半島西部に位置し､長径約 5b､短形約4hで､北西方向に長軸を持つ楕円形

の形態を示している｡

坤質については既に､先学 (参考文献 5)によって調査されており､地質図が作成されているが､

盆地内の地形及び地形発達史に関する詳細な記載は､まだ行なわれでいない.

盆地を取り囲む山系のうち､北東部は急峻､南部のものは援やかな丘陵状を呈している｡前者は

倉山 (720m)を最高とし､流紋岩や砂岩や古生層などから成る高度 6ロロn前後の山地で､

後者は高度5ロロn前後の山地で､主に石英安山岩や凝灰岩から成るO

又､北東部の山地は､ほぼ同一高度をもって連なっており､この山地西麓から南麓 にかけ てN

NW方向の断層が 南東部の秋山付近においてENE方向の､新三郎沢上流ではNNW方向の断層

のある事が先学 (参考文献 5)により調査されている.

以上述べてきた周辺山地vcかこまれに盆地底には､広 く､葉理の発達 しT=粘土層や砂層などの互

層からなる湖成堆積物が分布し､これらの湖成層は､福浦川､大利家戸川流域においては､最丘堆

積物によって切られているo

水系は､福浦川が盆地北部の縫道石山の東麓から帝流し､北西部の丸山東麓から帝流し盆地西部

で東流する大利家戸川と合流し.東流する.この2つの河川が野平盆地における大きな河川である

が､他に半太郎沢､四家戸川､新三郎沢など諸支流は､周辺山地から求心状に流れ､前述の福浦Jrl､

大利家戸川の合流点付近で､ 1つになる.これらの諸支流のうち､南部､西部のそれは､いずれも

比教的援やかではあるが､東部から北部の諸支流は急峻で､所々で滝をかけている｡これら合流し

た河川は大川目川となって､盆地の東壁を破って､畑に至 り､象の川と合流して川内川となり､陸
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奥湾vc注ぐ.

段丘のよく発達しているのは､主に盆地の中央部から西部で､特vc､野平西部落から半太郎沢下

流付近vcかけて苦い ､oまた盆地の東部､福浦川と大利家戸川合流地点から東'vc約 1h付近vc基盤

岩が観察される｡

その他､大利家戸川左岸の中央部､天川 巨りIl左岸などの一帯vc段丘が広 く発達しているo

Ⅲ 地形面の区分 ･形態 ･構造

野平盆地に分布する段丘は､比軟的よく保有されており､近接する地域との対比は､形態､堆積

物､ともに可能であるOここでは便宜上､上位面から

第 Ⅰ面 54ロー288m

第Ⅱ面 26ロー22ロ 仇

第Ⅲ面 19ロー 178仇

第Ⅳ面 17ロー 16ロ 仇

と4つVC区分し7=｡各地形面の分布は第 1図vc示す通 りであち. (なお､地形面は､分布､高度

形態､連続性､開析状態､堆積物並び'vc堆積状態などVC基づいて分類を行なっT=｡)以下､それぞ

れの地形面vcついて;JJBベる0

第 Ⅰ面

直接山地vc7バットしている平担面や､北西部の丘陵状を呈す地形面で､やや開析されているが､

未だに明らかな平趣面を残している｡標課的vcは盆地北西部の地点ti)～⑲､北東部の地点@-@､

南部の地点唾に発達している｡

これらの地形面を構成する堆積物は､ほとんど見られない｡しかし㊥付近の喜頭では､ 4- 5仇

の厚さの亜円喋一円喋 (硬径 7- 12e7n)よりなる確層が見られるが､風化が著しいO@付近南方

では白色の凝灰岩を基盤とした面が広がっており､④付近においては､それらが河成の砂嘩層 (厚

さ約 6仇)によって切られている｡Li)､⑨vc続 く平担面は牛滝川右岸の高度 5DOnの地点vcおい
て著 しく発達し､牛滝川の支流､揚ノ沢は､北西方向vc開析を進め､この⑲付近の平担面を二分す

るようvc流れるO

牛滝川は､南東流しさらに南西流する揚ノ沢と北流する石山沢が合流して津雀海峡に向って北西

流する約 51血程の河川であるふこの特異な流路形態の生成原因は､付近の構造運動 と関係があると

思われる.すなわち､現在の牛滝川vcそって断層運動が起っ7T=後､さらにNNE方向の断層が起 r)､

現在の様な流路形態が形成されにと思われるO揚 ノ沢vcは 7つ程､滝が見られるが､石山沢vcおい

ては､見られない｡

なお､この面VCおいて地点Ii)～㊧､@､⑧は南東方向に最大傾斜を示し､㊥忙おいては､帝西方
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向vc､㊥では南西､@では南東方向にそれぞれ最大債斜を示すO (第 1国)

これらの面は､下北半島西部に､わずかに残る段丘両に連らなると考えられ､津軽半島のⅠ段丘

(参考文献 4)､下北半島東部のⅠ段丘 (参考文献 5)に対比されるものと考えられる0

第Ⅱ面

上位の第Ⅰ面より明らかに一段低く､大利家戸川と福浦川に沿ってはば盆地金城にわたって分布

し､盆地内の地点㊥～@､㊨､⑲vc特に広 く発達している｡

分布高度は館付近で標高 240m,前後､⑳､⑯付近では約 18ロm.であって､第 Ⅰ面とは4ロ～

9bm､現河床とは約 5口仇の比高で境されているO段丘面と段丘崖との境界は､㊥､㊥を除いて

明瞭であY)､㊥付近では開折がやや進んでいるO

段丘巾は､@で約 1.5hVCも及び､北東部の⑯～⑭～㊨vcかけては､段丘高度を増す忙従い､段

丘巾がせまくなって行 くのが観察される｡

これら段丘を構成する堆積物は､葉理の発達した粘土層と砂層の互層であり､@付近ではこの堆

荷物が福浦川水面まで約 11hの厚さで発達している｡これらの堆積物の上位には､平均して､こ

ぶし大の亜円傑～円曙をのせ､この瞭層は風化度や凍国産から判定 して割合新しいと思われる.

如点画～@ vcは上下 2段の段丘が発達しているが､そのうち高位のものは南東に最大債斜を示し

ながら1-占mの段丘曙層をのせている｡㊨付近では嘩層が占～8仇にも及び､第Ⅱ面の中で最も

発達した段丘の酉の境となっている.｢股に東部地域にある裸ほど粒径の小さいものが多く､粒形､

粒度､共に不規則である｡

又､⑯～⑭忙かけては､㊥付近の段丘と同じ構成物でありながら開析は著しく､起伏に富み､㊨

の面よY)明らかVClD-2Dm.高くなっている｡

また㊥よY)ムー8仇 低い下位面は､⑭～⑯ vcかけてよく発達しており､構成物は､ほぼ同じであ

るが､シ,レト層がよく発達している｡

㊥､⑯付近では､最上部vc亜円襟～亜角裸がのっているのが我察されるが､これは､付近の山地

からの崖錐堆横物と思われる｡

第m面
●

大利家戸川 ･福浦川の合流地点付近に分布する低位の段丘で_第Ⅱ面とは 15-21m.､現河床

とは 14仇の比高を有する.段丘面と段丘崖との境界は､比単的明瞭であるO

これらの段丘の堆棟物は特vEシ,レト層や､砂層からなり､これらの互層の間vc､植物の化石が発

達しているのが観察できる.これらの期成堆物 の上位vcは､比敏的粒度の小さい亜円砕一円襟が

のっていろ. (嘩層の厚さは約 1竹卜 襟径は最大でこぶし大)

第Ⅳ面
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大利家戸川 ･福浦川沿いVC分布する低位の河成段丘で第m面とは5- 1dn､現河床とは5-8

m.の比高をもつ最も新しい地形面で命～㊥-㊨忙帝も広 く発達している.これらの段丘を構成する

基盤は､湖成層が主で､大川目川左岸の場合､湖成層 (シII,ト･砂などの互層)を基盤とし､少量

の砂層を下部にもった曙層 (2-4m)から成る.特に､Tgか ら福浦川上流に上る事､ 1.5払付近

まで､このような構成物 による地形面が続 くO

Ⅳ 旧野平湖盆の堆積環境

以上､野平盆地の地形面を区分LT=が､最上部は湖成堆碍物の中心岩相と思われろ葉理の非常vc

発達した粘土層､砂層と､これとインターフィンガーして続 く嘩層から成る事がわかる.

このうち､前者の粘土層､砂層､シII,ト層は､植物遺体や､葉理の発達状態､堆積状態などから

判断して､湖成層の範囲に入れて､考えてみる.

そこで､野外葡察による妙形 ･地層学的な資料に基づき､旧野平湖盆の形態を推定すると､粘土

層と喋層のインターフィンガー帯より､旧野平湖の汀線を考えれば､ 25Dm前後､砂梗層の一部

も湖成層VC入ると考えて､ 26D～27ロm.前後にあったと考える. (最高位 27口仇､消滅時

180竹手.前後1

この軍から旧野平湖盆の形態は､はばだ円形～ひとで形と考えられ｣最深点は⑯付近で､水深1OD

仇前後の時があっT=と推定される.

Ⅴ 構造運動について

湖成層の分布高度や推断曲者上にあらわれた段丘面の連続性から (第 5図)､盆地内にある炭丘

と北西部に存在する段丘とを比戟する一方､各段丘面の最大傾斜を測定すると (第 1図)､北西部

の隆起､南東部の沈降運動が､考えられる｡

即ち､湖成層中の粘土層は､盆地北東部で258m.前後､南西部では 190mI前後に見られ､6ロ

竹前後の高度差が生ずる｡

又､-ン rt/ベIL,による段丘面の傾斜方向を測定すれば､㊥は東に､⑭､卑咋ま南東に､事､㊧､

㊥は北東に､㊥は南に､㊥､㊥付近では北､もしくは北西に最大傾斜を示しているO

以上の事から､第Ⅱ面形成期を通じて､盆地北西部に隆起､盆地南西部に沈降の傾向があっ7=草

が推定される｡

Ⅵ 坤形発連史

以上の現地訴査をもとにして､地積湖盆の原形の成因を考察すると､第三紀に受けT=構成連動の

革具によるものであり､その後､一連の粘土層､砂層やシII,ト層などの堆帯があったと考えられるO

湖沼が､安定状態のもとで形成されT=後､周辺山地の隆起がはじまり､ (特に盆地北部の隆起運動

が激しく､)湖成層である第Ⅱ面は､陸上にあらわれ､侵蝕が始まっT=と考えられる. (なお､湖
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拓の形態は､初期vcは､長径 4- 5官爪 短径 5h､北西に､長軸方向をもつだ円形をしてい7=と考

えられる｡ )

しかし､低地は､依然湖潜を形成しており､形態は､南西､北東方向に長軸のだ円形を呈してい

7=と考えられる.このような湖には､中心に泥岩層､外縁部は砂穫唇が諸支流の発展段階や湖岸の

地形に応じて､三角州上に堆積が進行するOその後､隆軍は維持され､堆積物の増加と､福浦川､

大利家戸川の下刻rK:より､湖は霜少し､形態は21-5h程のひとで型を呈してい7=と思われるO

水位は､初期において26bm､末期で､ 180m,くらいと思われる｡

さらに､水位の低下vc伴ない､堆積面は開析され､その後､第m百､第Ⅳ面が形成され､なお､

福浦､大利家戸両河川の下刻作用により､盆地東部に低湿地を残して､湖は完全に消滅 し7=O

Ⅶ 結語

1. 野平盆地には､Ⅰ～Ⅳの 4つの段丘面が存在し､分布などは第 1図に示す通りである.

2. 段丘高度の変化､その他の地形的特徴から野平盆地の地盤運動は､盆地北西部に隆起の傾向が

あると思われる｡

5. 旧野平湖の水位は最大時で2dD仇､消滅時で 18ロm.､永深 10DmぐらいであっT=と思わ

れ る｡

本稿作成に当r)､御指導を頂い7=水野先生､現地調査に際して助言､御指導をいただきまし7=八

戸工尊の堀田先生､資料収集に便宜をはかって下さいまし7=教善部の今井先生､さらに現地で､お

世話い7=だいた丸井幸悦氏はか､多くの方々に対し､厚く御礼を申し上げます.
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